


　

令
和
２
年
10
月
７
日
付
け
で
令
和

２
年
人
事
院
勧
告
が
行
わ
れ
、
国
家

公
務
員
の
ボ
ー
ナ
ス
が
減
額
改
正
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
11
月
27
日
に
臨
時

会
が
招
集
さ
れ
、
国
家
公
務
員
の
給

与
規
定
を
準
用
し
て
い
る
本
村
４
つ

の
給
与
条
例
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
関
連
の
補

正
予
算
１
件
の
審
議
を
行
い
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
可
決（
条
例
）】

◎
御
杖
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
改
正
内
容

期
末
手
当
支
給
月
数
を
年
間

０.
０
５
ヶ
月
の
引
き
下
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

◎
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

◆
改
正
内
容

期
末
手
当
支
給
月
数
を
年
間

０.
０
５
ヶ
月
の
引
き
下
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

◎
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

◆
改
正
内
容

期
末
手
当
支
給
月
数
を
年
間

０.
０
５
ヶ
月
の
引
き
下
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

◎
御
杖
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

◆
改
正
内
容

期
末
手
当
支
給
月
数
を
年
間

０.
０
５
ヶ
月
の
引
き
下
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

【
可
決（
補
正
予
算
）】

◎
令
和
２
年
度
御
杖
村
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）の
議
定
に
つ
い

て
◆
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
事
業
の
一

環
で
実
施
す
る
、
村
内
の
経
済
対
策

と
し
て
村
民
一
人
に
つ
き
２
万
円
の

地
域
振
興
券
（
２
回
目
）
を
交
付
す
る

事
業
、
来
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生

し
た
、
あ
る
い
は
出
生
す
る
子
ど
も

に
対
し
、
特
別
出
産
給
付
金
と
し
て

１
人
当
た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
事

業
、
個
人
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・

軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

村
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
用
い
た
電
子
決
済
や
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
が

で
き
る
仕
組
の
導
入
に
対
す
る
事
業

費
用
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
計
上
す
る
も

の
で
す
。

・
補
正
額

・
補
正
後
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【
可
決（
条
例
制
定
）】

◎
御
杖
村
議
会
議
員
及
び
御
杖
村
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公

営
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◆
制
定
内
容

町
村
選
挙
の
立
候
補
に
係
る
環
境

改
善
と
し
て
、
令
和
２
年
12
月
12
日

に
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
、
本
村
の
選
挙
に

も
適
用
す
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

施
行
日　

令
和
３
年
４
月
１
日

【
可
決（
指
定
管
理
）】

◎
御
杖
村
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定（
御
杖
村
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・

御
杖
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
）

◆
内
容

指
定
管
理
を
行
っ
て
い
る
施
設
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
３
年
間
の
指
定
管
理
期
間
が

満
了
す
る
た
め
、
次
年
度
よ
り
の
指

定
管
理
者
の
指
定
を
行
う
も
の
で

す
。

　

指
定
管
理
者

　

社
会
福
祉
法
人　

清
光
会

　
　

理
事
長　

清
水
宏
吉

　

指
定
の
期
間

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

　

６
年
３
月
31
日
ま
で

【
可
決（
規
約
改
正
）】

◎
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
規
約
の
改

正
◆
改
正
内
容

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
の
規
約
改

正
に
つ
い
て
は
、
関
係
す
る
市
町
村

の
協
議
に
よ
る
も
の
と
定
め
ら
れ
、

そ
の
協
議
に
は
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
る
議
会
の
議
決
が
必
要
な
こ
と

か
ら
行
う
も
の
で
す
。

【
可
決（
補
正
予
算
）】

◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

◆
内
容

職
員
等
の
人
件
費
の
減
額
、
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額

や
障
害
者
福
祉
関
係
予
算
な
ど
の
補

正
を
す
る
も
の
で
す
。

・
補
正
額

・
補
正
後

◎
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）﹇
診
療

施
設
勘
定
﹈

◆
内
容

代
替
医
師
に
か
か
る
報
酬
の
増
額

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

・
補
正
額

・
補
正
後

◎
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
内
容

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
金
の
増
額
等

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

・
補
正
額

・
補
正
後

◎
令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◆
内
容

桜
井
宇
陀
広
域
連
合
組
合
へ
の
、

納
付
金
及
び
シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
増

額
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

・
補
正
額

・
補
正
後

【
同
意（
人
事
）】

◎
御
杖
村
教
育
委
員
会
の
委
員
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

◆
内
容

任
期
満
了
に
と
も
な
い
再
任
命
す

る
た
め
議
会
の
同
意
を
行
う
も
の
で

す
。

　

菊
山
惠
子
氏（
大
字
神
末
）

　

任
期
…
令
和
７
年
１
月
21
日
ま
で

　

12
月
議
会
定
例
会
は
、
12
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
12
月
18
日
に
続
会
議
を
行
い
閉

会
し
ま
し
た
。
９
日
間
の
会
期
中
に
は
、
む
ら
づ
く
り
委
員
会
や
予
算
決
算
委
員

会
、
全
員
協
議
会
も
開
催
さ
れ
、
村
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
８
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に

審
議
を
行
い
、
す
べ
て
の
案
件
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
一
般
質
問
で
は
、
木
村
議
員
が
「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
と
「
村
の
住
環
境

の
改
善
」
に
つ
い
て
、
村
長
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

村
長
提
案 議会臨時会開かれる

１
１
３
５
万
６
千
円

２９
億
１
９
５
１
万
円

１
３
９
万
６
千
円

１
億
２
２
５
９
万
５
千
円

３
６
８
９
万
９
千
円

２９
億
８
１
５
万
４
千
円

５
３
２
２
万
円

４
億
２
６
０
３
万
７
千
円

９５
万
１
千
円

３
８
５
０
万
５
千
円



認
識
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
道
路
沿

い
の
人
工
林
の
中
に
は
、
大
き
く
張

り
出
し
た
幹
や
根
が
側
溝
等
の
道
路

施
設
を
損
傷
し
、
ま
た
道
路
の
見
通

し
を
悪
く
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
村
で
は
こ
れ
ま
で
、
県
の
森
林

環
境
税
を
財
源
と
し
た
「
獣
害
に
強

い
里
山
づ
く
り
事
業
」
を
平
成
26
年

度
か
ら
実
施
し
、
住
宅
や
農
地
周
辺

の
竹
林
等
を
中
心
に
間
伐
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。　

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で

竹
林
等
を
伐
採
す
る
こ
と
で
住
宅
や

農
地
と
山
林
と
の
間
に
い
わ
ゆ
る
緩

衝
帯
を
つ
く
り
、
野
生
動
物
の
侵
入

を
防
止
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
際

に
住
宅
や
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
立
木
も
併
せ
て
伐
採
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
の
「
獣
害
に

強
い
里
山
づ
く
り
事
業
」
が
本
年
度

を
も
っ
て
終
了
と
な
る
た
め
、
次
年

度
以
降
は
、
ご
質
問
に
も
あ
り
ま
し

た
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
村
民
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
竹
林
等
の
伐
採
を
行
う
事
業

の
継
続
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

野
生
動
物
の
侵
入
防
止
と
い
う
従

来
の
目
的
に
加
え
、
通
行
時
の
安
全

確
保
や
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確

保
の
た
め
道
路
沿
い
の
支
障
木
伐
採

な
ど
、
木
村
議
員
ご
指
摘
の
住
環
境

改
善
対
策
を
盛
り
込
み
、
ま
た
山
林

所
有
者
か
ら
の
理
解
を
得
や
す
い
制

度
と
な
る
よ
う
来
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
補
足
と
な
り
ま
す
が
、
同
じ

く
県
の
森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
た

「
施
業
放
置
林
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
も
、
本
年
度
（
令
和
2
年
度
）
を

も
っ
て
一
旦
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

村
内
に
は
施
業
放
置
林
が
未
だ
相
当

面
積
（
約
2
0
0
0
ha
）
存
在
す
る

こ
と
、
更
に
は
昨
今
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
増
大
し

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
年
度
以
降

に
お
い
て
も
「
森
林
環
境
譲
与
税
」

及
び
「
森
林
環
境
整
備
基
金
」
を
活

用
し
た
事
業
継
続
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
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近
年
全
国
的
に
手
入
不
足
の
森
林

が
多
く
、
人
工
林
の
８
割
が
手
入
不

足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
は
適

切
な
除
伐
・
間
伐
等
の
管
理
が
行
わ

れ
な
い
と
、
土
砂
災
害
の
防
止
や
水

源
涵
養
な
ど
の
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
森
林
経
営
管
理
法
が
昨
年

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

経
営
や
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
仲

介
者
と
な
り
、
森
林
所
有
者
と
意
欲

的
な
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
を
つ

な
い
だ
り
、
直
接
市
町
村
で
森
林
整

備
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
か
か
る
経
費

は
、
森
林
環
境
税
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

既
に
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
調
査
に

入
っ
て
い
る
市

町
村
が
あ
り
ま

す
。
御
杖
村
で

は
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ

て
い
る
か
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

　

平
成
31
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
森

林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
経
営

管
理
制
度
は
、
木
村
議
員
の
ご
質
問

に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
森
林
所

有
者
の
高
齢
化
や
木
材
価
格
の
低
迷

に
よ
り
、
経
営
や
間
伐
等
の
適
切
な

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
に
対

し
て
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り
森

林
所
有
者
と
意
欲
的
な
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り

森
林
管
理
を
安
定
か
つ
確
実
に
行
っ

て
い
く
制
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
ご
質
問
に

も
あ
り
ま
し
た
他
の
市
町
村
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
調
査
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
森
林
所
有
者
に
対
す
る
意
向
調

査
及
び
森
林
境
界
の
明
確
化
に
関
す

る
調
査
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
「
森
林
所
有
者
に
対
す
る
意

向
調
査
」
で
す
が
、
保
有
す
る
森
林

を
所
有
者
自
ら
が
管
理
す
る
の
か
、

ま
た
は
こ
の
森
林
経
営
管
理
制
度
に

基
づ
き
市
町
村
に
経
営
管
理
を
委
ね

る
の
か
森
林
所
有
者
の
意
向
を
確
認

す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
で
は
、
森
林
所

有
者
が
市
町
村
に
経
営
管
理
を
委
ね

る
場
合
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林

で
あ
れ
ば
市
町
村
が
仲
介
役
と
な

り
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営

体
へ
の
再
委
託
、
そ
し
て
林
業
経
営

に
適
さ
な
い
森
林
は
市
町
村
が
森
林

環
境
譲
与
税
等
を
活
用
し
、
森
林
吸

収
源
対
策
は
も
と
よ
り
土
砂
災
害
の

防
止
や
水
源
涵
養
な
ど
の
、
森
林
の

も
つ
多
面
的
機
能
へ
の
影
響
に
配
慮

し
た
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
村
が
こ
の
意

向
調
査
を
実
施
し
た
場
合
、
村
に
経

営
管
理
を
委
ね
る
と
い
っ
た
意
向
を

示
す
森
林
所
有
者
が
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
一
方
、
本
村
に
お
い

て
は
そ
の
受
皿
と
な
る
林
業
経
営
体

が
少
な
く
、
ま
た
携
わ
る
林
業
従
事

者
も
不
足
し
て
お
り
、
森
林
所
有
者

の
意
向
に
対
し
て
受
皿
が
追
い
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

受
皿
の
整
備
、
つ
ま
り
は
森
林
組
合

も
含
め
た
林
業
経
営
体
と
の
連
携
体

制
の
構
築
、
そ
し
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
自
伐
型
林
業

な
ど
の
林
業
従
事
者
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

続
い
て
「
森
林
境
界
の
明
確
化
」

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
森
林
施
業
の
前

段
階
と
し
て
施
業
放
置
状
態
で
、
か

つ
そ
の
境
界
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
い

る
森
林
に
つ
い
て
、
隣
接
所
有
者
の

現
地
立
会
の
も
と
、
簡
易
的
な
測
量

に
よ
り
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す
る

も
の
で
す
。

　

但
し
こ
の
「
森
林
境
界
の
明
確
化
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
村
が
進
め
て
お

り
ま
す
地
籍
調
査
の
よ
う
に
、
一
筆

毎
の
土
地
の
所
有
者
･
地
番
･
地
目

を
調
査
し
、
そ
の
測
量
成
果
が
法
務

局
に
送
付
さ
れ
登
記
簿
が
改
め
ら
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

既
に
ご
承
知
の
と
お
り
本
村
で

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
地
籍
調
査
に

入
り
、
ま
ず
は
、
田
畑
･
宅
地
か
ら

優
先
的
に
調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
ら
、

調
査
期
間
が

長
期
に
わ
た

る
と
は
思
い

ま
す
が
、
山

林
に
も
着
手

し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま

す
。

　

戦
後
の
国
の
政
策
に
よ
り
、
植
え

付
け
ら
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工

林
が
50
〜
60
年
経
過
し
た
今
、
林
業

を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
い
こ
と
か

ら
施
業
放
置
さ
れ
、
周
囲
の
農
地
･

道
路
･
住
宅
に
悪
影
響
を
与
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
れ
ば
、

ま
す
ま
す
木
々
が
大
き
く
な
り
人
的

な
災
害
に
つ
な
が
り
、
周
囲
に
深
刻

な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
目
に
見

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
工

林
は
個
人
の
所
有
物
で
あ
り
ま
す
。

所
有
者
の
理
解
が
な
け
れ
ば
伐
採
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
木
材
価
格

が
低
迷
し
て
い
る
状
況
下
で
も
所
有

者
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
伐

採
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
制
度
を

作
り
、
所
有
者
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
伐
採
を
行
い
、
村
の
住
環
境

の
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
藤
村
長

は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
、
考
え

を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　

施
業
放
置
さ
れ
た
人
工
林
が
、
周

囲
の
農
地
･
道
路
･
住
宅
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

12月

10日

ここが
聞きたい

！！ここが
聞きたい

！！

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

森林経営
　管理制度
　　について

◆木村議員◆木村議員

質問

◆伊藤村長◆伊藤村長

村長
答弁

◆伊藤村長◆伊藤村長

村長
答弁

村の
住環境の
　改善に
　　ついて      

質問

◆木村議員◆木村議員
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認
識
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
道
路
沿

い
の
人
工
林
の
中
に
は
、
大
き
く
張

り
出
し
た
幹
や
根
が
側
溝
等
の
道
路

施
設
を
損
傷
し
、
ま
た
道
路
の
見
通

し
を
悪
く
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
村
で
は
こ
れ
ま
で
、
県
の
森
林

環
境
税
を
財
源
と
し
た
「
獣
害
に
強

い
里
山
づ
く
り
事
業
」
を
平
成
26
年

度
か
ら
実
施
し
、
住
宅
や
農
地
周
辺

の
竹
林
等
を
中
心
に
間
伐
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。　

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で

竹
林
等
を
伐
採
す
る
こ
と
で
住
宅
や

農
地
と
山
林
と
の
間
に
い
わ
ゆ
る
緩

衝
帯
を
つ
く
り
、
野
生
動
物
の
侵
入

を
防
止
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
際

に
住
宅
や
農
地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
立
木
も
併
せ
て
伐
採
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
県
の
「
獣
害
に

強
い
里
山
づ
く
り
事
業
」
が
本
年
度

を
も
っ
て
終
了
と
な
る
た
め
、
次
年

度
以
降
は
、
ご
質
問
に
も
あ
り
ま
し

た
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
村
民
か
ら
の
要
望
を

受
け
て
竹
林
等
の
伐
採
を
行
う
事
業

の
継
続
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

野
生
動
物
の
侵
入
防
止
と
い
う
従

来
の
目
的
に
加
え
、
通
行
時
の
安
全

確
保
や
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確

保
の
た
め
道
路
沿
い
の
支
障
木
伐
採

な
ど
、
木
村
議
員
ご
指
摘
の
住
環
境

改
善
対
策
を
盛
り
込
み
、
ま
た
山
林

所
有
者
か
ら
の
理
解
を
得
や
す
い
制

度
と
な
る
よ
う
来
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
補
足
と
な
り
ま
す
が
、
同
じ

く
県
の
森
林
環
境
税
を
財
源
と
し
た

「
施
業
放
置
林
整
備
事
業
」
に
つ
い

て
も
、
本
年
度
（
令
和
2
年
度
）
を

も
っ
て
一
旦
終
了
と
な
り
ま
す
が
、

村
内
に
は
施
業
放
置
林
が
未
だ
相
当

面
積
（
約
2
0
0
0
ha
）
存
在
す
る

こ
と
、
更
に
は
昨
今
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
性
が
増
大
し

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
年
度
以
降

に
お
い
て
も
「
森
林
環
境
譲
与
税
」

及
び
「
森
林
環
境
整
備
基
金
」
を
活

用
し
た
事
業
継
続
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

　
近
年
全
国
的
に
手
入
不
足
の
森
林

が
多
く
、
人
工
林
の
８
割
が
手
入
不

足
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
は
適

切
な
除
伐
・
間
伐
等
の
管
理
が
行
わ

れ
な
い
と
、
土
砂
災
害
の
防
止
や
水

源
涵
養
な
ど
の
森
林
の
持
つ
多
面
的

機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
森
林
経
営
管
理
法
が
昨
年

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

経
営
や
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い

な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
仲

介
者
と
な
り
、
森
林
所
有
者
と
意
欲

的
な
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
を
つ

な
い
だ
り
、
直
接
市
町
村
で
森
林
整

備
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
か
か
る
経
費

は
、
森
林
環
境
税
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

既
に
、
こ
の
制
度
を
活
用
し
調
査
に

入
っ
て
い
る
市

町
村
が
あ
り
ま

す
。
御
杖
村
で

は
、
ど
の
よ
う

な
取
組
を
行
っ

て
い
る
か
お
聞

か
せ
下
さ
い
。

　

平
成
31
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
森

林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
森
林
経
営

管
理
制
度
は
、
木
村
議
員
の
ご
質
問

に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
森
林
所

有
者
の
高
齢
化
や
木
材
価
格
の
低
迷

に
よ
り
、
経
営
や
間
伐
等
の
適
切
な

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
に
対

し
て
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な
り
森

林
所
有
者
と
意
欲
的
な
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り

森
林
管
理
を
安
定
か
つ
確
実
に
行
っ

て
い
く
制
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
ご
質
問
に

も
あ
り
ま
し
た
他
の
市
町
村
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
調
査
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
森
林
所
有
者
に
対
す
る
意
向
調

査
及
び
森
林
境
界
の
明
確
化
に
関
す

る
調
査
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
「
森
林
所
有
者
に
対
す
る
意

向
調
査
」
で
す
が
、
保
有
す
る
森
林

を
所
有
者
自
ら
が
管
理
す
る
の
か
、

ま
た
は
こ
の
森
林
経
営
管
理
制
度
に

基
づ
き
市
町
村
に
経
営
管
理
を
委
ね

る
の
か
森
林
所
有
者
の
意
向
を
確
認

す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
で
は
、
森
林
所

有
者
が
市
町
村
に
経
営
管
理
を
委
ね

る
場
合
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林

で
あ
れ
ば
市
町
村
が
仲
介
役
と
な

り
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営

体
へ
の
再
委
託
、
そ
し
て
林
業
経
営

に
適
さ
な
い
森
林
は
市
町
村
が
森
林

環
境
譲
与
税
等
を
活
用
し
、
森
林
吸

収
源
対
策
は
も
と
よ
り
土
砂
災
害
の

防
止
や
水
源
涵
養
な
ど
の
、
森
林
の

も
つ
多
面
的
機
能
へ
の
影
響
に
配
慮

し
た
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
村
が
こ
の
意

向
調
査
を
実
施
し
た
場
合
、
村
に
経

営
管
理
を
委
ね
る
と
い
っ
た
意
向
を

示
す
森
林
所
有
者
が
多
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
一
方
、
本
村
に
お
い

て
は
そ
の
受
皿
と
な
る
林
業
経
営
体

が
少
な
く
、
ま
た
携
わ
る
林
業
従
事

者
も
不
足
し
て
お
り
、
森
林
所
有
者

の
意
向
に
対
し
て
受
皿
が
追
い
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は

受
皿
の
整
備
、
つ
ま
り
は
森
林
組
合

も
含
め
た
林
業
経
営
体
と
の
連
携
体

制
の
構
築
、
そ
し
て
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
を
活
用
し
た
自
伐
型
林
業

な
ど
の
林
業
従
事
者
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

続
い
て
「
森
林
境
界
の
明
確
化
」

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
森
林
施
業
の
前

段
階
と
し
て
施
業
放
置
状
態
で
、
か

つ
そ
の
境
界
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
い

る
森
林
に
つ
い
て
、
隣
接
所
有
者
の

現
地
立
会
の
も
と
、
簡
易
的
な
測
量

に
よ
り
森
林
の
境
界
を
明
確
に
す
る

も
の
で
す
。

　

但
し
こ
の
「
森
林
境
界
の
明
確
化
」

に
つ
い
て
は
、
現
在
村
が
進
め
て
お

り
ま
す
地
籍
調
査
の
よ
う
に
、
一
筆

毎
の
土
地
の
所
有
者
･
地
番
･
地
目

を
調
査
し
、
そ
の
測
量
成
果
が
法
務

局
に
送
付
さ
れ
登
記
簿
が
改
め
ら
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

既
に
ご
承
知
の
と
お
り
本
村
で

は
、
平
成
25
年
度
か
ら
地
籍
調
査
に

入
り
、
ま
ず
は
、
田
畑
･
宅
地
か
ら

優
先
的
に
調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
ら
、

調
査
期
間
が

長
期
に
わ
た

る
と
は
思
い

ま
す
が
、
山

林
に
も
着
手

し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま

す
。

　

戦
後
の
国
の
政
策
に
よ
り
、
植
え

付
け
ら
れ
た
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
人
工

林
が
50
〜
60
年
経
過
し
た
今
、
林
業

を
取
り
巻
く
状
況
が
厳
し
い
こ
と
か

ら
施
業
放
置
さ
れ
、
周
囲
の
農
地
･

道
路
･
住
宅
に
悪
影
響
を
与
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
れ
ば
、

ま
す
ま
す
木
々
が
大
き
く
な
り
人
的

な
災
害
に
つ
な
が
り
、
周
囲
に
深
刻

な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
目
に
見

え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
工

林
は
個
人
の
所
有
物
で
あ
り
ま
す
。

所
有
者
の
理
解
が
な
け
れ
ば
伐
採
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
木
材
価
格

が
低
迷
し
て
い
る
状
況
下
で
も
所
有

者
の
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
伐

採
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
制
度
を

作
り
、
所
有
者
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
伐
採
を
行
い
、
村
の
住
環
境

の
改
善
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
藤
村
長

は
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
、
考
え

を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

　

施
業
放
置
さ
れ
た
人
工
林
が
、
周

囲
の
農
地
･
道
路
･
住
宅
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は

11
月
10
・
11
日
開
催

　

今
年
の
宇
陀
郡
議
会
議
長
副
議

長
県
外
研
修
は
、
徳
島
県
の
ほ
ぼ

中
央
部
に
位
置
す
る
徳
島
市
内
か

ら
車
で
1
時
間
ほ
ど
の
上
勝
町
と

神
山
町
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

上
勝
町 

人
口
約
１
５
０
０
人
の

四
国
で
人
口
の
一
番
小
さ
な
町

で
、
こ
の
町
を
一
躍
有
名
に
し
た

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
（
彩
事
業
）」

や
日
本
で
初
め
て
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
（
2
0
2
0
年
ま
で
に
焼

却
ゴ
ミ
と
埋
め
立
て
ゴ
ミ
を
無
く

す
最
善
の
努
力
を
す
る
）
宣
言
」

を
し
た
町
で
す
。
料
理
を
彩
る
も

み
じ
等
の
葉
を
売
る
と
い
う
ユ

ニ
ー
ク
な
発
想
か
ら
今
や
年
商
２

億
６
０
０
０
万
円
（
生
産
者
１
５

７
軒
）
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
の
ほ
か
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制
度
を
活
用
し
た
移
住

者
促
進
の
秘
訣
や
実
践
例
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

12
月
３
日
開
催

　

山
添
村
・
曽
爾
村
・
御
杖
村
の

３
村
議
会
は
、
共
通
す
る
課
題
の

解
決
や
情
報
の
共
有
を
目
的
に
、

交
流
や
合
同
研
修
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
対
策
の
た
め
、
少
し
で
も
人
と

人
と
の
距
離
を
保
て
る
よ
う
、
会

場
に
奈
良
県
市
町
村
会
館
（
橿
原

市
大
久
保
町
）
を
お
借
り
し
て
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
大
東
文
化
大
学
大
学

院
教
授
の
浅
野 

善
治
（
あ
さ
の 

よ
し
は
る
）
氏
を
講
師
に
お
招
き

し
て
、「
新
し
い
地
方
議
会
の
あ

り
方
」
と
題
し
て
、
戦
後
の
中
央

集
権
的
地
方
自
治
か
ら
地
方
分

権
、
地
域
主
権
、
地
方
創
生
へ
と

変
わ
り
ゆ
く
地
方
自
治
の
中
で
の

議
会
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
、
単
な
る
行
政
の

監
視
役
で
は
な
く
、
村
の
課
題
解

決
に
向
け
た
積
極
的
な
政
策
提
案

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

宇陀郡山辺郡
議会議員研修会

宇陀郡山辺郡
議会議員研修会

宇陀郡議会議長
副議長県外研修

宇陀郡議会議長
副議長県外研修

か
み  

か
つ

か
み  

や
ま

　

神
山
町 

人
口
約
５
０
０
０
人
の

町
で
、
地
方
創
生
に
携
わ
る
者
で

知
ら
な
い
人
は
い
な
い
先
進
の
町

で
す
。
基
幹
産
業
の
活
性
化
・
移

住
者
と
地
元
住
民
の
融
合
・
行
政

と
民
間
企
業
の
連
携
・
担
い
手
の

世
代
交
代
な
ど
の
課
題
解
決
の
た

め
、
農
業
・
林
業
・
建
設
業
・
教

育
の
未
来
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
や
人
口
減
少
を
可
能
性
に
変
え

る
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
「
神
山

進
化
論
」
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
関
係
人
口

や
地
域
内
で
の
経
済
循
環
の
重
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。 






